
 

１ 科目の目標と評価の観点 

目標 
いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎

的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養うとともに，それらを活用する

態度を育てる。 

評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおける考え

方に関心をもつととも

に，数学のよさを認識し，

それらを事象の考察に活

用して数学的な考え方に

基づいて判断しようとす

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおいて，事

象を数学的に考察し表現

したり，思考の過程を振

り返り多面的・発展的に

考えたりすることなどを

通して，数学的な見方や

考え方を身に付けてい

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおいて，事

象を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方法な

どの技能を身に付けてい

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおける基本

的な概念，原理・法則な

どを体系的に理解し，基

礎的な知識を身に付けて

いる。 

 

２ 学習計画と観点別評価規準 

 

学 

期 

 

月 

 

学習内容 

 

章名［配当時間］ 

学習のねらい 

 

学習内容 

 

節名［配当時間］ 

項目名［配当時間］ 

 

観点別評価規準 

 

〔関〕：関心・意欲・態度 

〔考〕：数学的な見方や考え方 

〔技〕：数学的な技能 

〔知〕：知識・理解 

 

 

 
教科書 

該当箇所 

 

考 

査 

範 

囲 

1 

学 

期 

 

4 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

月 

 

 

第 1章 

複素数と方程式 

[24] 

 
整式の乗法・除法

及び分数式の四則

計算について理解

できるようにする

とともに，等式や

不等式が成り立つ

ことを証明できる

ようにする。また，

方程式についての

理解を深め，数の

範囲を複素数まで

拡張して二次方程

式を解くこと及び

因数分解を利用し

て高次方程式を解

くことができるよ

うにする。 

第 1節 式の計算［10］ 

中

間

考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 式の展開と因数分解［4］ 3 次式の展開の公式を利用できる。〔技〕 例 2, 

練習 2 

3 次式の因数分解の公式を利用できる。〔技〕 例 4 

練習 4 

3 分数式の計算［4］ 分数式を分数と同じように考え，約分して扱う

ことができる。〔考〕 

p.15,16 

分数式の乗法，除法ができる。〔技〕 例題 2,3 

練習 8，9 

分数式を分数と同じように考え，通分して扱う

ことができる。〔考〕 

p.18 

分数式の加法，減法ができる。〔技〕 例 7 

例題 4 

練習 10,11 

確認問題［2］   

第 2節 複素数と方程式［12］ 

1 複素数［4］ 負の数の平方根を理解し，i を用いて処理する

ことができる。〔知〕〔技〕 

例 1 

練習 1 

複素数の表記を理解し，複素数 a＋0i を実数 a

と同一視できる。〔知〕〔考〕 

p.21 

複素数の相等の定義を理解している。〔知〕 例 2 

練習 2 

複素数の四則計算ができる。〔技〕 例 3,4 

例題 1 

練習 3,4,6 

複素数の除法の計算では，分母と分子に共役な

複素数をかければよいことを理解している。

〔知〕 

例題 1 

練習 6 

2 2 次方程式の解と判別

式［2］ 

2 次方程式の解が虚数になる場合もあることに

興味を示し，2 次方程式の解を考察しようとす

る。〔関〕 

例 6 

例題 2 

練習 8,9 

2 次方程式の解の公式を利用して，2 次方程式

を解くことができる。〔技〕 

例題 2 

練習 9 

科目名 学科 学年 単位数 使用教科書 使用副教材 

数学Ⅱ 機械･自動車･電気科 ２ ２ 新 高校の数学Ⅱ(数研出版) プリント等 



 

 

 

 

 

 

 

7 

月 

 

2 次方程式の解を判別するために，解の公式に

おける√内の式に着目できる。また，判別式を

利用して解を判別することができる。〔考〕〔技〕 

p.26,27 

3 解と係数の関係［2］ 解と係数の関係を使って，2 次方程式の 2 つの

解の和，積を求めることができる。また，それ

を利用して式の値を求めることができる。〔技〕 

例 7 

例題 5 

練習 12,13 

2 数を解とする 2 次方程式をつくることができ

る。〔技〕 

例題 6 

練習 14 

期

末

考

査 

 

 

 

 

 

4 整式のわり算［2］ 整式のわり算の計算方法を理解し，計算するこ

とができる。〔知〕〔技〕 

例 8 

例題 7 

練習 15,16 

整式のわり算の結果を等式で表して考えるこ

とができる。〔考〕 

練習 17 

5 因数定理［2］ 整式 P(x)の x に k を代入したときの値を P(k)

とかくことを理解している。〔知〕 

例 9 

練習 18 

因数定理を利用して，ある 1 次式が整式の因数

であるか調べることができる。〔技〕 

例 10 

練習 19 

P(k)＝0 である k の値の見つけ方を理解し，高

次式を因数分解できる。〔知〕〔技〕 

例題 8 

練習 20 

問題［2］   

2

学

期 

 

9 

月 

 

第 4章 

指数関数・対数

関数［19］ 

 
指数関数及び対数

関数について理解

し，それらを事象

の考察に活用でき

るようにする。 

第 1節 指数関数［9］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 

間 

考 

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期

末

考

査 

1 指数の拡張(1)［2］ 指数法則を用いて計算ができる。〔技〕 練習 1 

指数法則が成り立つように，指数が 0 や負の整

数まで拡張していることを理解している。〔考〕 

p.117,118 

am÷an を am×a－n として処理することができ

る。〔技〕 

例 2 

練習 3 

2 累乗根［2］ 累乗根の定義を理解し，累乗根の計算ができ

る。〔知〕〔技〕 

例 3,4 

練習 4,5 

 

 

 

 

 

 

 

10 

月 

 

 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

 

 

 

12

月 

 

 

 

 

 

3 指数の拡張(2)［2］ 指数が有理数の場合の累乗の定義を理解し，累

乗の計算や，指数法則を利用した計算をするこ

とができる。〔知〕〔技〕 

例 5 

練習 6,7 

累乗根を含む計算では，分数指数を利用して計

算をすることができる。〔技〕 

例題 1 

練習 8 

4 指数関数のグラフ［2］ 指数関数のグラフの概形を，点をプロットして

かこうとする意欲がある。〔関〕 

練習 9 

指数関数のグラフの概形，特徴を理解してい

る。〔知〕 

p.124,125 

指数関数の増減によって，大小関係や方程式を

考察することができる。〔考〕〔技〕 

例題 2,3 

練習 10,11 

確認問題［1］   

第 2節 対数関数［8］ 

1 対数［2］ 対数 logaM が M＝apを満たす指数 p を表して

いることを理解している。〔知〕 

p.128 

指数と対数とを相互に書き換えることができ

る。〔技〕 

例 1 

練習 1,2 

対数の値を求めることができる。〔技〕 例題 1 

練習 3 

2 対数の性質［2］ 対数の性質に基づいて，種々の対数の値の計算

ができる。〔技〕 

例 2 

例題 2 

練習 4,5 

底の変換公式を等式として利用できる。〔技〕 例 3 

練習 6 

3 対数関数のグラフ［2］ 対数関数のグラフの概形，特徴を理解してい

る。〔知〕 

p.133～135 

対数関数の増減によって，大小関係や方程式を

考察することができる。〔考〕〔技〕 

例題 3,4 

練習 8,9 

4 常用対数［1］ 常用対数の定義を理解し，常用対数表を用いて

対数の値を求めることができる。〔知〕〔技〕 

例 4 

練習 10,11 

n 桁の数を不等式で表現することができる。ま

た，桁数の問題を解くことができる。〔考〕〔技〕 

例題 5 

練習 12 

確認問題［1］   

問題［2］   
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第 3章 

三角関数［27］ 

 
角の概念を一般角

まで拡張して，三

角関数及び三角関

数の加法定理につ

いて理解し，それ

らを事象の考察に

活用できるように

する。 

1 三角比［2］ 三角比の定義を理解し，直角三角形において，

正弦・余弦・正接が求められる。〔知〕〔技〕 

例 1 

練習 1,2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

年 

末 

考 

査 

 

 

 

 

 

 

三角比の相互関係を理解し，それを利用して，

1 つの値から残りの値を求めることができる。

〔知〕〔技〕 

例 2 

練習 3 

2 一般角［2］ 一般角を動径とともに考察することができる。

〔考〕 

p.88,89 

一般角を表す動径を図示したり，動径の表す角

をα＋360°×n と表したりできる。〔技〕 

例 3,4 

練習 4 

3 三角関数［2］ 三角関数の定義を理解し，それに基づいて三角

関数の値を求めることができる。〔知〕〔技〕 

例題 1 

練習 6 

4 三角関数の相互関係［2］ 三角関数の相互関係を理解し，それを利用し

て，1 つの値から残りの値を求めることができ

る。〔知〕〔技〕 

例題 2 

練習 7 

5 三角関数の性質［3］ 三角関数の性質を理解し，それらを利用して三

角関数の値を求めることができる。〔知〕〔技〕 

例 5～8 

練習 8～11 

三角関数の性質を利用すれば，どんな角でも三

角関数表を利用して値を求められることを理

解している。〔知〕 

p.94～96 

6 三角関数のグラフ［5］ 三角関数の周期とグラフの形の関係，定義域に

注意して，正しいグラフがかける。〔考〕〔技〕 

p.97～101 

y＝sinθと y＝cosθのグラフが同じ形の曲線

であることに興味，関心をもつ。〔関〕 

p.97,98 

周期関数に興味をもち，その性質を調べようと

する。〔関〕 

p.97～101 

三角関数の式の形とグラフの特徴との関係を

理解している。〔知〕 

p.102,103 

7 加法定理［2］ 加法定理について理解し，三角関数の値を求め

ることができる。〔知〕〔技〕 

例題 5 

練習 16 

8 いろいろな公式［3］ 加法定理の特別な場合として2倍角の公式が導

かれることを理解している。〔考〕 

p.106 

2 倍角の公式を利用して，三角関数の値を求め

ることができる。〔技〕 

例題 6 

練習 17 

三角関数の合成を利用して，asinθ＋bcosθを

rsin(θ＋α)の形に変形することができる。

〔技〕 

例 9 

練習 18 

9 弧度法［2］ 弧度法の定義を理解し，60 分法と弧度法の換

算をすることができる。〔知〕〔技〕 

例 10 

練習 19 

扇形の弧の長さと面積の公式を理解し，それら

を求めることができる。〔知〕〔技〕 

練習 21 

確認問題［2］   

問題［2］    

課題・提出物について 

授業ノートの提出 

授業時に配布するプリントの提出 

 

３ 評価の観点と評価方法 

評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおける考え

方に関心をもつととも

に，数学のよさを認識し，

それらを事象の考察に活

用して数学的な考え方に

基づいて判断しようとす

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおいて，事

象を数学的に考察し表現

したり，思考の過程を振

り返り多面的・発展的に

考えたりすることなどを

通して，数学的な見方や

考え方を身に付けてい

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおいて，事

象を数学的に表現・処理

する仕方や推論の方法な

どの技能を身に付けてい

る。 

いろいろな式，図形と方

程式，指数関数・対数関

数，三角関数及び微分・

積分の考えにおける基本

的な概念，原理・法則な

どを体系的に理解し，基

礎的な知識を身に付けて

いる。 

評価方法 

・学習活動への取り組み 

・課題・提出物の状況 

ノート，プリント， 

レポート等 

・定期考査 

・提出レポートの内容 

・提出ノートの内容 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・小テスト 



４ 授業を受けるにあたって 

授業を受けるに

当たって守ってほし

い事項 

・ノートは板書を単に写すだけではなく，例題の解法等において，手順やそこで必要な公式等の確認事項など

が十分に理解できるように作成することが大切です。 

・例題を参考に積極的に練習問題等に取り組み，繰り返しのなかで理解を深めて下さい。 

・授業の開始のチャイムが鳴るまでに，教科書・ノート・筆記用具を準備して各自着席をし，号令と共に授業

がすぐ始められるようにしてください。 

・欠席をした場合は，その授業について、わからないままにしないようにして下さい。 

その他  「わかる」授業を心がけますので，生徒の皆さんも「つまらない」とか「難しい」と決めつけないで，積極的

に授業に参加してください。わからないことをそのままにせず，どんどん質問してほしいと思います。 

 


